
仕事人:柏木さわやか号、みなとバス運行開始時の路線バス利用状況や人口動態
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「会津若松市都市計画マスタープラン」に加筆
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「会津管内の路線バス利用者数と自家用車
保有台数の推移（旧地域づくり課作成）」
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・自家用車の普及とともに路線バス利用者は減少（運行開始当時：約300万人）
・高齢化率の上昇（運行開始当時：約30％→現在35％）、高校生層の減少

1世帯約2台
自家用車を
保有
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仕事人:柏木地域主体コミュニティ交通の必要性の再確認

旧地域づくり課作成資料
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公共ﾗｲﾄﾞｼｪｱNPONPOみなとバス
2

運行形態の再整理



仕事人:柏木今後に向けて考えていかなければならないことは？
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高齢者の外出支援、少子化対策としての通学支援、環境負荷低減、地域経済活性化等の社会全体への
効果を踏まえると、「移動（公共交通）」の必要性は疑う余地は無い。
→ただし、需要やニーズは変化しており、変化応じたより良いあり方を継続して模索していくことが必要では？
(需要やニーズの変化の例)
・高齢者率が高くなってくるといっても高齢者数はあまり変わらない（35,000～38,000人）
・5年後（2030年）の高齢者層（65～69歳）は男女ともに9割が免許保有者となる→このままと同じで大丈夫？

「会津若松市公共交通計画」に加筆



仕事人:柏木変化応じたより良いあり方を模索している取組の例
金川町・田園町 みんなと湊まちづくりネットワーク

(実証)地域協議会運営
会津バス運行
AIオンデマンドバス形態

現在、免許を持っている世代
が、将来的に自家用車から
「さわやか号」に転換していく
ことをイメージし、2021年に
実証運行。
その後の「MyRideどこでもバ
ス」の運行に繋がった。

「MyRideさわやか号」実証

タクシー相乗り実証

「デジタルが使えるようになると便利になる！」ことを実
感してもらうため、並行してスマホ教室を開催。

(実証)地域協議会企画
会津タクシー運行
乗用タクシー相乗り形態

便利な情報タクシーを、地域
コミュニティでシェアするイメー
ジで2021年、2022年に実
証。コロナ禍と重ななり、実
証は苦戦。 4

需要の薄い地域でのより持続的な運行に向
け、車のシェアから、人・組織のシェアへと展開
（2023年にNPO法人化）



仕事人:柏木参考_第１期公共交通計画(網形成計画)における需要に応じた交通モード選択の考え
潜在・顕在需要の把握 需要に応じた交通モードの選択の考えの提示

地域との連携による需要に応じた交通モードの選択


